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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続きまして、　検討項目とその対象となる実験などを一覧にまとめ、
　　　　　　　　検討に向けた手順（フロー）をまとめました。
　　
　まず、実験に先立ち、分派堰から貯砂ダムの間を対象に【平面２次元河床変動解析】を行い、模型に必要な配置や寸法を設定致します。
　変動解析と平行して、【美和ダム湖内の土砂の性状調査】を行い、ストックヤードからの排砂の対象となる土砂の圧密やほぐれやすさなどを把握し、実験の条件に反映します。　

　この条件を元に、実験は　二つ行うように考えております。
　１つには、「分派堰上流域全体模型実験」で
　○土砂バイパストンネルの分派機能とトラップ堰による砂礫の補足機能の確認を行います。
　○また、ストックヤードから排出された土砂がバイパストンネル呑口向かうことを確認します。　　　　
　２つめの実験として「ストックヤード抽出模型実験」において、 
　○ストックヤード内に集積された土砂が上流部からの導水により確実に侵食・排出されること、を確認します。

　●　この実験の結果を基に、今後、予備設計・詳細設計などを進めます。
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